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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名して下さい。

＜連絡事項＞

6/16、6/17に法人研修がありますので参加してください。

＜患者様連絡事項＞

・中居　松男様～多弁さと話掛けみられる為、主治医へ報告し、ジプレキサザ

イデス(10)2T　2×ndEを本日朝～4日分以後定期処方となります。

・馬場　サト様～主治医へ確認し、持参された軟膏の使用許可おりています。

・大坂　誠様～PL3.0　3×ndE6/1朝で飲みきり中止となっております。

・巴　勇樹　様　～家族より面会時院内の床屋希望あり、利用日等説明し了解得ております。また、本人より｢外出の許可がでて家族もいいと言った｣などの話があっても必ず家族へ確認をとってください。

＜隔離入室患者様＞

・小笠原　久年様～幻聴に左右され、暴力行為に至る可能性が高いため、終日隔離継続中。
開放観察中は穏やかに過ごされ特に問題なく経過されております。引き続き、早期の隔離解除に向け看護介入を行っていきましょう。

・宮崎　宏之　様～不隠、興奮や自傷他害の可能性が高い事から、時間隔離継続中。

AユニットとCユニットを行き来する事ありますが、奇声を発することなく落ち着いています。引き続き、他者トラブルに注意し見守りを続けて、時間隔離解除に向けた看護介入を行っていきましょう。

・木村　格治　様～被刺激性の亢進あり、躁状態で暴力行為に至る可能性がある為終日隔離継続中。「モップもってこい」や「トイレの修理をするから業者を呼べ」等の訴え聞かれております。引き続き、観察を続けて精神症状の安定と隔離解除に向け看護介入を行っていきましょう。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・大坂　誠　様　～ＯＴに拒否なく参加されております。引き続き参加の促しをしていきましょう。幻聴や妄想の発言なく穏やかに過ごす事は出来ています。

　

・藤井　崇史　様　～本人より｢呂律が回らない｣との訴えあり、また表情硬い様子みられています。幻聴の訴えはありませんが、症状の観察を行い危険な行動を起こさないようにしましょう。

・中山　奈奈　様　～5/23に同室者へ｢首を締めるのを手伝って欲しい｣と話し、所持していたタオルで首を締める行為みられていましたが、その後は特に問題なく穏やかに過ごされています。引き続き精神状態や突発的な行動に注意し観察を続け、処遇改善へ向けた介入を行っていきましょう。

＜要注目患者様ケース検討＞

・中居　松男　様～多弁さ、話し掛けの多さみられています。精神症状の観察を十分に行いましょう。

・澤口　直美　様～体温は37.0℃～38.0℃台で経過しています。食事の摂取状況は数口のみで　　

すぐに嘔気みられています。プロスモンの点滴後排便はありました。引き続き、身体症状と精神症状の観察を続けて、処遇改善へ向けた介入を行っていきましょう。

・續石　啓介　様～家族の面会時大量のパンを差し入れてもらっており、消灯台やベットサイドのオムツの空袋に大量のおやつを隠している事あり。賞味期限の兼ね合いもあり衛生面からも好ましくない為、賞味期限内に食べきれる量の差し入れをお願いし介入したところ著しく不機嫌となる。ご家族も本人の行動に腹を立て口論となり介入。その後、昼食、昼食後薬、点滴も拒否。声掛けにも拒絶あり。昼食後薬は田名部Drより服用せず経過観察の指示あり。拒薬時経過観察の指示あり。その後、点滴ラインを引き剥く、ボトルをかじる等の行動あり。

当直医へ報告本日の点滴はせず経過観察の指示あり。







